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申請者名 特定非営利活動法人楽笑

様式３号

マイナンバー
カード

マイナポータル
マイナポイ
ント

キャッシュ
レス

オンライン診療 地域オンライン行政

実施コマ数 ５ ５ ５ ３ ０ ２

体制図

講習会等の実施計画

支援員数 アシスタント数 基本講座：実施コマ総数 応用講座：実施コマ総数

５名 １８名 １５ １０

電源の入
れ方等

電話のか
け方等

アプ
リ等

ネットの
使い方等

メール等
の使い方

地図アプリ
の使い方

SNSの
使い方

オンライ
ン会議

安心・
安全

実施コマ数 １５ １５ １５ １５ １５ １５ １５ １５ １５

基本講座

応用講座

事業申請団体
NPO法人楽笑

事務局業務
受付業務

ワーキンググループ
NPO法人楽笑・㈱エンジョイシステ
ム・ＮＰＯ法人MANARU・一社アイ

デアラボ・蒲郡市役所（デジタル行
政推進課・長寿課）・社会福祉協
議会生活支援コーディネーター

講座内容企画・テキスト編集

講座実施チーム
支援員1名・アシスタント4名

講座講師・講座アシスタント・講座準備

講座会場（市内公民館１１か所・勤労福祉会
館・エンジョイシステム・楽笑モール）
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様式３号

講師を確保・養成・管理

①講師の確保：講師（支援員）：株式会社エンジョイシステム2名 NPO法人MANARU1名 一般社団法人アイデアラボ1名 NPO法人楽
笑1名については、アプリケーション開発、ITストラテジスト、データサイエンス、WEBデザインを中心に活動を行っている。
サポーター（アシスタント）：NPO法人MANARU会員10名、社会福祉協議会2名
②講師の養成：オンライン及びe-ラーニングでスキルアップができるように環境整備を行う。
③講師の管理：管理体制として、事業実施管理者を中心に支援員とのワーキンググループを開催し、テキストの編成、講義内容のブ
ラッシュアップを行う議論の場を設ける。情報管理及び情報伝達は支援員、アシスタント、行政、関係者共にSlackアプリケーションを活

用し、常に最新情報を共有できるように体制を整える。

講習会等の実施イメージ

回覧板
（全戸配
布）・広
報がま
ごおり
にて講
座情報
の提供

事務局 事務局

参加者
取りまと
め・支援
員調整・
アシスタ
ントコー
ディネー
ト

WG 事務局

講座内
容の最
終決定・
テキスト
の修正、
ブラッ
シュアッ
プ

講座の
開催

WG

講座内
容の振
り返りと
検証

Slackアプリケーションで情報共有


